
3307 益田　吉仁

施肥　　有機質･土壌改良剤・化学肥料など（購入の場合はメーカー名記入） ２/２
＜土づくりの使用資材・肥料について＞ 使用量はkg/10a

化成 化成 化成

N% P% K% 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg *化学肥料　
奈良五條産直組合

566
動物かす・魚粉類 (有)藤万 5 0 6 6 100 元肥 400 4月 1回 0.0 400

4/10～
5/25

1回 0.0
窒素分で比較して　　当地比 不使用 割減

窒素使用量
（kg/10ａ）

15

0

*節減対象農薬

　　　　　　　　　　　　　当地比 2 割減

節減対
象農薬

地域の慣行防除

土壌消
毒剤

除草剤

殺虫剤 8

殺菌剤 7

その他
薬剤

合計 11 15

病虫害の防除　　　使用した天然防除資材・自作資材・農薬（成長調整剤、展着剤等を含む） 使用量/10a

希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 商品 成分

殺菌 ジマンダイセン水和剤 600 300L 5月 1 1 600 300L
5/13～
5/17

1 1 2 2

殺虫 トクチオン水和剤 800 300L 5月 1 1 800 300L
5/1～
5/4

1 1 2 2

殺虫 オリオン水和剤４０ 1000 300L 5月 1 1 1000 300L
5/13～
5/17

1 1 1 1

殺菌 デランフロアブル 2000 300L 5,6月 2 2 2000 300L 5/1～5/4,6/3
～6/6 2 2 5 5

殺虫 モスピラン水溶剤 2000 300L 6月 1 1 2000 300L
6/3～
6/6

1 1 3 3

殺菌 アミスター１０フロアブル 1000 300L 7月 1 1 1000 300L
7/17～

20
1 1 3 3

殺菌 ストロビードライフロアブル 3000 300L 8月 1 1 3000 300L
8/2～
8/4

1 1 3 3

殺虫 キラップフロアブル 2000 300L 8月 1 1 2000 300L
8/2～
8/4

1 1 2 2

殺菌 ベルクート水和剤 1000 300L 9月 1 1 1000 300L
9/3～
9/6

1 1 3 3

殺虫 ダントツ水溶剤 2000 300L 9月 1 1 2000 300L
9/3～
9/6

1 1 3 3

備考：

【品種:平核無の収穫について】
2022年シーズン終了後、スタッフが作業しやすいよう、だんだん畑であった園地を整地する為、
平核無種の木の植え替えを行いました。
その影響で、2023年以降5年間は、平核無柿の収穫はできません。
代わりに中谷早生、刀根早生の2種が出荷されます。

収穫後、当日もしくは翌日中に渋抜きを開始します。
渋抜きには、炭酸ガスだけでなく、アルコールも使用します。
開始から約16時間後にガス抜きをし、
それから約1日置いて、出荷されます。

イミノクタジンアルベシ
ル酸塩

中林商店 殺菌

クロチアニジン 中林商店 殺虫

クレソキシムメチル 中林商店 殺菌

エチプロール 中林商店 殺虫

アセタミプリド 中林商店 殺虫

アゾキシストロビン 中林商店 殺菌

アラニカルブ 中林商店 殺虫

ジチアノン 中林商店 殺菌

マンゼブ 中林商店 殺菌

プロチオホス 中林商店 殺虫

実績使用量

使用回数

分類 商品名 原料/成分名 ﾒｰｶｰ（購入先) 使用目的
計画 実績 使用回数上限

慣行使用量

カキ 中谷早生、刀根早生

【慣行農法との比較】
全
Ｋ%

有機率(％) 使用目的
計画 実績

化学肥料

商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先)
全
Ｎ%

全
Ｐ%

計画（作業、施肥、防除など）

１月 剪定

２月 剪定

３月 剪定

４月 施肥、防除

５月 まびき、防除、草刈り

６月 まびき、防除

７月 摘果、防除、草刈り

８月 夏季選定、防除

９月 防除、収穫 (中谷) 9/9～25

１０月 収穫 (刀根) 9/20～10/25

１１月

１２月

収穫 (中谷) 9/9～

摘果、草刈り

夏季選定

まびき、草刈り

まびき

実績（作業）

剪定

剪定

剪定

令和6年9月9日

令和6年10月25日終了：

収穫開始：
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